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細隙を有する矩形床版の応力

土　橋　由　造

三　浦　重　幸

Stresses　of　Rectangular　Platres　with　Slits

Yoshizo　DoBAsHI

Shigeyuki　MivRA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Although　the　results　of　the　recent　study　of　rectangular　plates　cover　a　few　solutions

in　case　of　having　rectanguiar　openings　by　Wiedemann　or　others，　the　solution　for　the　case

shown　in　the　title　has　nowhere　been　discussed．

　　　In　£his　paper　the　basic　assumptions　for　the　authors’　solution　for　rectangular　piates

with　a　thin　quadrangle　in　the　ceneer　by　the　method　of　differences　are　applied　on　the

equations　at　the　points　in　question，　and　stresses　in　several　cases　under　uniform　load　are

calculated．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　　矩形床版に於いて，周辺に直交（或いは平行）する直線的な切欠を有する床版の例も稀で

はない様である。正方形，短町版に，正方形，矩形の開「コを有する床版の研究はWiedemann

女台め若干の揮臼まあるが1），　表題の如き）1犬f濫の∫騨はない雀叢である。　著者は不∫限羨監法にイ衣る1キ1央書β

等辱肉夕巨が多1阪解浴去の基オ～こ仮定を用ひ2），　問題となる点の方離且式を縛重て，　第1図の如き状隻懲の澗辺

固定等分荷重時に於ける床版の応力を考究してみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§1　定義と版の区劃に依る名称

正方形版の各辺を6等分し，各位罎を第1図の如く記号する。
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細隙部を有ずることに依る問題点の方程式　　　　　　　　　g2

　　細隙部を有する床版に於ける有限差方程式樹：t／’：上，開

題となる点は第2図に示す1．7n．nの3点である（他の点は

周知の式に依る）。

　　今辺点の釣合条件式を一一股化して考えてみる。

　　A，B両版の間に梁のある時は，　第3図の如き総力に

対し，釣合条件式
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3 　　　　　　　　　　　　細隙を有する矩形床肱1の応力

隅点に於いては3個の釣含条件式力s作られる。

　　　濫M即媒O　SMA十SMD－SMB－SMc十IM1－M3十丁1－7’2十M忽r　M瓢蠕0

　　　ΣMッ漏O　　　SM（1＋Sハ4D－SMA－Sハ（ノB＋M4－tM2＋7、3－T1＋ル錫1－M頭1雄O

　　　ZAi　Z　＝：一：一　O　SA　．，　s一　SAB＋　SAc，s　一一・　SA　］）　一Q，　一　（Y，　一一・　Q，　＋　Q，　＋　Ni　一　A］’ii＋　1）　：＝一，　O

　　　　　蝕に　　SA：各版の隅ノ氏ミに於けるd！／2⊥の合支持力

　　　　　　　　　SM：各版の隅点に於けるdl／2⊥の合曲げモ・・一uメント

　　　　　　　　　M：梁の曲げモーメント

　　　　　　　　　　Q：梁の勇断力

　　　　　　　　　　T：　梁の振りモ・一一・メン｝

　　　　　　　　M、C（　？／）：柱の上下の曲げモーメント

　　　　　　　　　！＞：柱の上下α凋｛方向力

　　　　　　　　　　P二隅点の荷重
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従って細隙を有する単独床版では，上の釣含条件式のうち高点に関する項を除いたものが

両版間の釣合条件式となる。

　　1．m．n点の方程式の作製
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　　1点の式

　　今版の或る点をA，B，　C，　D4版の結合点と考え，各版の隅点の合支持力を

　　　　SA，，p｝　L一：一L　SA，，／2＋SA．，，／2　十F

と考えると
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　　釣合式より

　　　　　SA．，十SA，十SA．十SA，．，　一：　O

　　切欠のある部分のSAの式は自由辺を持つ故M・・Oより外点となる点を消去すると1点の

式が樹つ。
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5 細隙を有する矩形床版の応力 le3
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7 細隙を有する矩形床版の応力 le5

　　　　　　　　　　　　§3　方程式の解及び応力表

λ7μ7満1ン篇0として，各点に於いて方程式を樹てると，第1表の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　第1表
51 52 ’53 ！1 42 43 31 32 5∫ 21 22 2 ’1 ’　2 乙つ5 斎宙項

51 22 一8 f 一8 2 1 00278
52
一
22 ・述 2 一δ 2 i

”

53 2 一16 21 4 」
1

ゲ

41
｝
2 21 一8 1 一8 2 1

ヴ

42 2 一8 2 」 21 剥2 一8 2 i
〃

お 4 一8 2 一16

丑
4 一8 ／’

一8 2 21 一δ 5 一8 2 〆！

1 2 一8 2　－8 21 一8 2 一8 2 1
〃

33 4 一δ 2 一〆6 20 4． 一8 ／！

21 一8 2 21 一8 、 2 〃

22 ∫ 2 一8 2 一8 20 一7 2
一
2 「！

23 f 4 　
2 一μ 侶 4 一8 〃

11
一 2 22 一δ 1 〃

12 2 一8 2 一8 20 一6 1’

13 α5 2 一4 τ6 8．5 σα3（｝

　　方程式を解くに勲って次の如くして計算を簡易化した。先ず周辺固定版を消去法／こて解き

細隙部岡辺の方程式を樹て関連部分を消去して解を求めた。この様にして計算すると非常に簡

単に一連の計算が出来る。下に各状態に於ける癒力表を掲げる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に

　　この研究を要約すると

　　一般的に細隙部糸巧乏一ヒに応力が集中し，特に正曲げモーメントの最：大値は，樹辺周定の無細

隙版の2．17倍にもなって居り，又版端迄細隙部が達してみる辺のIKIげモーメントの最大／直は無

1．2

O．6

A
轟

（陶

。

第18図　主要点の応力図
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細隙版の1．27倍にもなっている。支持力の集申も細隙部線上1こ於いて著しい。この関係を図示

したのが第18図である。

　附　　記

　　支持力の総和を求めて検算するに木計算ではO．02％程度のll呉差があった。

　　終りに臨み構造第一研グピ室向井君の計騨並び1こ作図の労に対して感謝する。
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